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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第19期

第１四半期累計期間
第18期

会計期間
自　平成30年２月１日
至 平成30年４月30日

自　平成29年２月１日
至 平成30年１月31日

営業収益 (千円) 159,946 606,531

経常利益 (千円) 26,712 119,257

四半期(当期)純利益 (千円) 18,469 78,209

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ―

資本金 (千円) 318,619 60,000

発行済株式総数 (株) 2,445,400 1,992,000

純資産額 (千円) 715,891 180,183

総資産額 (千円) 1,005,476 471,749

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 7.90 39.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ―

自己資本比率 (％) 71.2 38.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　 ２. 当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、第18期第１四半期累計期間

に係る主要な経営指標等については記載しておりません。

３．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在していないため記載しておりません。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在していないために記載して

おりません。

６．当社は、平成29年３月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いましたが、前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容については、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間(自　平成30年２月１日　至　平成30年４月30日)における我が国経済は、企業収益の回復

や雇用情勢の好調さに支えられて、総じて順調に推移しました。しかしながら、業況判断としては、原油価格の上

昇や円高が企業マインドに大きく影響し、製造業、非製造業ともに悪化している状況にあります。

先行きについても、米国の通商政策の先行き不透明感、円高、原油価格の上昇に加え、人件費の上昇に伴うコス

トの増加懸念もあり、全般的に低下することが予想されます。

当社が事業を展開しております国内のＢtoＢ(企業間電子商取引)市場は、平成29年のインターネットによる企業

間電子商取引が前年比9.0％増の317兆円、電子商取引の割合であるＥＣ化率が前年比1.3ポイント増の29.6％と、着

実に拡大しております。(出典：経済産業省「平成29年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備(電子商

取引に関する市場調査)報告書」)

このような事業環境のもと、出店型のマーケットプレイス市場であります「Ｍマート（食材を取扱う市場）」及

び「Ｂnet（食材以外を取扱う市場）」を中心に営業活動に注力した結果、当第１四半期末における出店数はＭマー

ト814店（対前年同月比74店増）、Ｂnet273店（同12店増）、総流通高は1,376百万円（同51百万円増）、買い手会

員数は111千件（同11千件増）となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の営業収益は159,946千円となりました。利益面では営業利益は37,957千円　

経常利益26,712千円、四半期純利益は18,469千円となりました。

なお、セグメントの業績は、セグメント情報を記載していないため省略しております。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は1,005,476千円となり、前事業年度末に比べ533,726千円の増加となりまし

た。これは主に、現金及び預金が503,203千円増加したことによるものです。

負債につきましては、289,584千円となり、前事業年度末に比べ1,980千円減少しました。これは主に営業未払金

の増加26,898千円と未払法人税等35,574千円の減少によるものです。

純資産につきましては、715,891千円となり、前事業年度末に比べ535,707千円増加しました。これは主に新規上

場にともない資本金及び資本準備金がそれぞれ258,619千円増加したことによるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,000,000

計 7,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年６月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,445,400 2,445,400
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株で
あります。
完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限
定のない、当社の標準
となる株式でありま
す。

計 2,445,400 2,445,400 ― ―
 

　（注）当社株式は平成30年２月23日付で、東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年２月23日 453,400 2,445,400 258,619 318,619 258,619 260,782
 

　（注）平成30年２月22日を払込期日とする公募による募集株式453,400株を発行しております。１株当たりの価

　　　　格は次のとおりです。

　　　　発行価格　　1,240円

　　　　引受価額　　1,140.80円

　　　　資本組入額　　570.40円

　　　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式

 
24,454

単元株式数は100株であります。
完全議決権株式であり、権利内容に何
ら限定のない、当社の標準となる株式
であります。

2,445,400

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 2,445,400 ― ―

総株主の議決権 ― 24,454 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成30年２月１日から平成30年

４月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成30年２月１日から平成30年４月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成30年１月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 295,439 798,643

  売掛金 12,386 14,446

  営業未収入金 84,650 111,698

  その他 14,098 15,726

  貸倒引当金 △796 △1,170

  流動資産合計 405,778 939,344

 固定資産   

  有形固定資産 5,000 5,468

  無形固定資産 132 92

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 60,838 60,569

   投資その他の資産合計 60,838 60,569

  固定資産合計 65,971 66,131

 資産合計 471,749 1,005,476

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 30,000 30,000

  営業未払金 82,400 109,298

  ポイント引当金 2,649 2,895

  未払法人税等 43,751 8,177

  その他 132,764 139,213

  流動負債合計 291,565 289,584

 負債合計 291,565 289,584

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 60,000 318,619

  資本剰余金 2,162 260,782

  利益剰余金 118,020 136,489

  株主資本合計 180,183 715,891

 純資産合計 180,183 715,891

負債純資産合計 471,749 1,005,476
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第１四半期累計期間
(自　平成30年２月１日
　至　平成30年４月30日)

営業収益 159,946

営業費用 121,989

営業利益 37,957

営業外収益  

 受取利息 1

 その他 79

 営業外収益合計 80

営業外費用  

 支払利息 95

 株式交付費 6,097

 株式公開費用 5,106

 その他 24

 営業外費用合計 11,324

経常利益 26,712

税引前四半期純利益 26,712

法人税、住民税及び事業税 8,243

法人税等合計 8,243

四半期純利益 18,469
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期累計期間

(自　平成30年２月１日 至　平成30年４月30日)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
当第１四半期累計期間
(自　平成30年２月１日
 至　平成30年４月30日)

減価償却費 312千円
 

 

(株主資本等関係)

当第１四半期累計期間(自　平成30年２月１日 至　平成30年４月30日)

株主資本の著しい変動

　当社は、平成30年２月23日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。上場にあたり、平成30年２月22日

を振込期日とする公募による募集株式453,400株の発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ258,619千円増加し

ております。

　この結果、当第１四半期会計期間末において、資本金318,619千円、資本準備金260,782千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間(自　平成30年２月１日 至　平成30年４月30日)

当社はインターネットマーケットプレイス事業のみの単一セグメントであるため、セグメントの記載を省略して

おります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第１四半期累計期間
(自　平成30年２月１日
至　平成30年４月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ７円 90銭

(算定上の基礎)  

　四半期純利益金額(千円) 18,469

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 18,469

　普通株式の期中平均株式数(株) 2,338,418
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年６月13日

株式会社Ｍマート

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 早　稲　田　　　　宏 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙　　橋　　篤　　史 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｍマー

トの平成30年２月１日から平成31年１月31日までの第19期事業年度の第１四半期会計期間(平成30年２月１日から平成30

年４月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成30年２月１日から平成30年４月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｍマートの平成30年４月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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